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昭和44年度文教行政の展望

芸 術 文 化 の

小

振

J I l 

師
ノ‘

修

文

化

庁

が

発

足

し

た

の

は

昭

和

四

十

三

年

1
ハ

月

で

あ

っ

た

の

で

、

昭

和

四

十

三

年

度

予

算

は

、

そ

の

前

身

で

あ

る

文

化

局

と

文

化

財

保

護

委

員

会

の

予

算

を

そ

の

ま

ま

受

け

つ

い

だ

に

す

ぎ

な

か

っ

た

。

文

化

庁

と

し

て

の

本

格

的

な

予

算

は

昭

和

四

十

四

年

度

予

算

か

ら

と

言

っ

て

よ

い

。

と

こ

ろ

で

、

文

化

庁

の

発

足

に

際

し

て

表

明

し

た

重

点

施

策

の

う

ち

、

文

化

部

関

係

の

も

の

と

し

て

は

、

日

芸

術

文

化

の

振

興

と

普

及

と

し

て

、

芸

術

祭

の

刷

新

充

実

、

芸

術

関

係

団

体

助

‘

成

、

新

人

芸

術

家

の

発

見

育

成

、

口

地

方

芸

術

文

化

の

振

興

と

し

て

、

堆

方

芸

術

文

化

活

動

の

推

進

、

池

方

文

化

施

設

の

整

備

、

国

著

作

権

制

度

の

改

正

、

詞

国

語

施

策

の

改

善

、

国

国

立

美

術

館

の

整

備

、

フ

イ

ル

ム

セ

ン

タ

ー

の

設

置

な

ど

の

諸

項

目

が

挙

げ

ら

れ

て

い

た

が

、

予

算

要

求

に

際

し

て

は

、

こ

れ

ら

の

諸

項

目

に

つ

い

て

、

き

め

細

か

く

内

容

を

充

実

す

る

こ

と

に

心

掛

け

た

。

こ

れ

ま

で

も

芸

術

文

化

の

振

興

に

つ

い

て

は

比

較

的

幅

広

く

、

穏

々

な

事

業

が

計

画

さ

れ

て

き

た

。

た

だ

幅

広

い

わ

り

に

、

一

っ

―

つ

は

じ

ゅ

う

ぶ

ん

、

に

深

く

手

が

施

さ

れ

て

い

た

と

は

言

え

な

か

っ

た

。

そ

こ

で

、

昭

和

四

十

四

年

度

予

算

要

求

に

際

し

て

は

、

さ

ら

に

幅

を

広

げ

、

新

規

の

拡

大

を

は

か

る

よ

り

は

、

既

存

の

事

業

の

充

実

強

化

を

は

か

る

こ

と

と

し

た

の

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

文

化

部

の

昭

和

四

十

四

年

度

予

算

は

目

新

し

い

、

派

手

な

も

の

と

い

う

の

は

少

な

く

、

画

期

的

な

増

額

も

見

込

ま

れ

て

い

な

い

。

昭

和

四

十

四

年

度

の

文

化

部

予

算

は

総

額

三

億

九

‘

1

0

一

万

円

で

前

年

度

三

億

四

、

三

五

七

万

円

に

比

し

四

、

七

四

三

万

円

の

増

で

'

-

三

・

九

％

の

伸

び

と

な

っ

て

い

る

。

た

だ

し

、

芸

術

祭

に

要

す

る

経

費

は

前

年

度

は

明

治

百

年

記

念

大

芸

術

祭

開

催

の

た

め

臨

時

的

に

四

、

七

六

五

万

円

が

計

上

さ

れ

て

い

た

が

、

平

年

度

は

一

、

一

五

九

万

円

で

あ

る

の

で

、

来

年

度

予

算

査

定

額

三

、

六

九

二

万

円

は

二

、

五

三

三

万

円

の

増

と

考

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う

か

ら

、

文

化

部

の

増

は

四

、

七

四

三

万

円

と

二

、
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五
三
三
万
円
の
計
七
r

二
七
六
万
円
の
増
と
考
え
て
よ
ビ
文
化
部
の
附
属
様

関
の
合
計
は
六
億
九
、
八
八

0
万
円
で
前
年
度
の
七
億
二
、
五
二
四
万
円
に
比

し
二
、
六
図
四
万
円
の
減
、
―
―
-
。
六
％
の
減
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
東
京
国
立

近
代
美
術
館
の
新
館
移
転
の
た
め
の
施
設
設
備
墜
備
の
た
め
の
臨
時
醗
贅
の
約

四
、
七

0
0万
円
の
当
然
減
、
1

国
立
西
洋
美
術
館
の
敷
旭
購
入
賓
五
、
四
四
八

万
円
の
当
然
減
を
考
え
る
と
各
附
属
様
閲
と
も
順
瓢
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

＊

＊

 

予
算
要
求
を
し
た
誇
事
業
は
そ
仇
ぞ
れ
異
な
っ
た
性
質
と
必
要
性
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
経
霊
は
比
較
で
き
な
い
が
、
文
化
蔀
と
し
て
最
も
重
点
を
置

い
た
の
は
、
池
方
芸
術
文
化
の
振
興
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
は
甲
央
侃
霞
の
き
ら
い
が
あ
り
、
中
央
と

池
方
、
ま
た
池
方
粗
互
間
に
お
い
て
も
、
格
差
が
著
し
い
。
こ
の
格
差
を
是
正

し
、
地
方
住
民
が
あ
ま
ね
く
芸
術
文
化
を
亨
受
す
る
と
と
も
に
、
池
方
に
そ
れ

ぞ
九
特
色
の
あ
る
文
化
が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
ま

た
全
国
的
な
文
化
甚
盤
の
上
に
こ
そ
、
わ
が
国
の
芸
術
文
化
の
真
の
発
展
炉
期

待
さ
肛
る
と
い
う
点
か
ら
も
特
に
池
方
芸
術
文
化
の
振
興
を
は
か
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
観
点
に
立
っ
て
、
地
方
芸
術
文
化
活
勤
詣
進
の
拠
点
と
も
言
う
べ
き

公
立
文
化
会
館
の
設
置
笠
術
を
進
め
て
い
る
が
、
全
国
の
人
ロ
一

0
万
以
上
の

都
市
に
少
な
く
と
も
一
舘
設
置
を
目
模
に
未
設
置
の
県
市
に
対
し
、
一
館
一
、

五
〇
〇
万
円
の
定
顕
補
助
で
五
館
分
計
七
r

五
0
0万
円
を
予
算
計
上
す
る
と

と
も
に
、
こ
汎
ら
の
文
化
会
縮
を
中
心
に
地
方
自
ら
が
活
発
に
自
主
的
に
芸
術

文
化
活
動
を
屁
開
す
る
セ
め
に
、
地
方
芸
術
文
化
活
罰
養
稲
助
｀
宮
前
年
の
倍
寄

二、

O
Cじ
0
万
円
計
上
し
た
。
こ
汎
ま
で
の
池
方
柊
差
是
正
策
と
し
て
ほ
，
J
｀
中

喜
家
の
開
発
育
成
が
あ
る
。
次
の
時
代
を
俎
う
青
少
年
の
情
採
を
涵
養
し
、

そ
の
偉
言
成
を
は
か
る
上
か
ら
も
、
わ
が
国
芸
術
文
化
の
行
来
の
芦
晟
の
た

め
の
幅
広
い
窪
解
者
雇
乞
尼
成
す
る
上
か
ら
も
青
少
年
に
対
す
る
芸
術
普
及
は

必
要
て
あ
る
。
ま
た
芸
術
家
に
対
す
る
詞
策
の
う
ち
で
も
特
に
将
来
の
癸
展
を

考
え
、
新
人
芸
術
家
の
開
発
育
成
に
力
を
そ
そ
ぐ
泌
要
が
あ
ろ
う
。

青
少
年
芸
術
普
及
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
か
自
ら
芸
術
活
勤
を
た
の
し
む
方二

面
が
考
え
ら
九
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
演
訓
や
合
唱
の
池
区
別
譜
習
会
の
開

襲
言
を
ほ
ぼ
皇
向
額
(
-
三
八
万
円
）
計
上
し
た
芦
、
後
者
に
つ
い
て

は
、
青
少
平
芸
術
劇
場
の
開
讐
繋
塁
嘉
年
よ
り
瓦

0
0万
曰
増
額
し
て
一
一
『

一
五
八
万
円
計
上
し
た
。
青
少
年
芸
術
閲
場
ば
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
捻

さ
九
、
各
埴
で
奸
評
を
拇
し
て
い
る
が
、
新
麒
オ
ペ
ラ
、
文
楽
心
圧
狂
言
、

交
薯
楽
に
つ
い
て
、
呂
但
古
典
と
言
わ
れ
る
訳
目
を
わ
炉
国
の
一
流
の
漬
者

に
よ
っ
て
全
国
に
巡
回
公
憤
し
、
毎
回
、
二
加
の
酷
師
に
よ
る
解
説
指
尊
を
併
せ

て
行
な
う
こ
と
に
注
っ
て
お
り
、
全
頷
国
費
に
よ
っ
て
行
な
兄
青
少
年
を
無

料
招
待
す
る
。
四
十
四
年
度
は
能
三
言
を
宮
城
、
岩
手
、
款
田
、
青
齊
、
北
浣

道
に
、
新
劇
を
二
班
と
し
て
一
班
け
、
椅
玉
、
栃
賽
福
島
、
茨
城
千
葉
、

も
う
一
班
は
、
東
京
、
島
覧
島
根
、
山
口
、
広
島
に
、
交
響
楽
を
普
岡
、
山

梨
、
長
野
、
新
霞
山
彫
、
文
楽
を
兵
靡
和
歌
山
、

3

奈
臭
三
言
餃
阜
、

福
井
、
宮
山
、
オ
ペ
ラ
を
慕
岡
、
大
分
、
宮
崎
誨
筆
、
鹿
児
島
、
長
崎
の
各

蔀
道
府
県
に
巡
回
公
痰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

新
人
芸
術
家
の
開
発
育
成
で
げ
、
ぽ
ぼ
酋
年
と
同
領
の
計
上
に
止
ま
っ
て
い

る
が
、
新
人
芸
術
家
の
閏
作
意
欲
を
喚
虹
し
、
あ
る
い
は
こ
紅
ら
の
者
に
海
外

に
研
修
に
行
く
狐
会
を
与
え
る
た
め
に
各
分
野
却
に
最
も
す
ぐ
九
た
業
績
を
挙

央
か
ら
各
纏
芸
術
行
事
を
地
方
に
巡
回
派
遮
す
る
、
い
わ
は
与
え
る
形
の
施
策

で
あ
っ
た
が
、
各
地
方
が
自
ら
特
色
の
あ
る
芸
術
文
化
を
育
成
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
冷
各
都
道
府
県
が
主
偏
し
て
実
旅
す
る
美
術
、
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、

文
芸
の
行
亭
に
対
し
、
開
催
経
費
の
三
分
の
一
以
内
を
捕
助
す
る
こ
と
と
し
、

前
年
は
じ
め
て
、
そ
の
た
め
の
鷲
助
金
一
、

0
0
0万
円
を
計
上
し
た
が
』
が
来

年
度
は
倍
額
の
一
県
一

0
0万
円
の
二

0
県
分
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
池
方
芸
術
文
化
振
冥
の
た
め
に
は
、
中
央
、
地
方
お
よ
び
池
方
相
互

間
の
連
繋
を
密
接
に
し
r

情
報
を
交
換
し
、
芸
術
文
化
各
分
野
別
に
研
究
協
議

し
、
臨
刀
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
来
年
度
か
ら
は
じ
め
て
、
全
国

八
池
区
に
お
い
て
、
池
方
芸
術
文
化
睾
興
会
鴫
を
覧
催
す
る
こ
と
に
な
り
f
そ

の
予
算
二
五
一
万
円
を
計
上
し
た
。
各
地
区
と
も
全
体
討
醗
と
部
会
討
睾
を
行

な
い
、
中
央
か
ら
の
六
人
の
詣
師
、
地
方
の
助
言
者
数
名
を
ま
じ
え
f
芸
術
文

化
団
体
関
偲
者
、
各
分
野
の
芸
術
家
、
文
化
会
館
e

美
術
館
の
関
傑
者
、
新
聞

報
道
関
槃
者
、
芸
術
文
化
行
政
担
当
者
が
一
輩
に
会
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

菱
こ
の
ほ
九
地
方
巡
回
美
術
展
一

0
八
万
円
、
県
歴
選
抜
展
二
八
六
万

円
、
中
央
屁
選
抜
巡
回
展
二
八
五
万
円
、
全
国
美
術
銅
利
用
作
品
目
録
作
成
六

l

万
円
な
ど
が
可
年
と
ほ
ほ
同
額
で
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
夜
に
も
触
れ
る
炉
、
芸
術
祭
に
お
い
て
も
地
方
巡
回
公
演
を
充
実
強
化

し
、
芸
府
関
係
団
体
補
助
に
お
い
て
も
岨
方
芸
術
振
輿
の
分
野
に
つ
い
て
増
頗

を
は
か
り
、
育
少
年
へ
、
の
芸
術
普
夜
に
甚
い
て
も
、
特
に
旭
方
在
住
の
青
少
年

が
よ
り
多
く
＼
芸
術
銅
賞
の
帳
会
を
持
て
る
よ
う
に
と
の
配
慮
の
も
と
に
青
少
年

芸
術
劇
讐
地
方
開
催
回
数
の
増
を
は
か
る
ほ
ど
、
芯
方
芸
術
文
化
の
振
興
に

つ
な
が
る
緒
羞
策
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

次
に
言
言
応
を
置
か
九
て
い
る
事
項
と
し
て
、
青
沙
年
へ
の
芸
術
普
立
と
翫
人

げ
た
芸
術
家
を
頸
彰
す
る
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
授
賞
経
費
を
新
人
賞
を
含
め

三
一
七
万
円
、
新
入
中
堅
の
優
秀
美
術
作
品
の
買
い
上
げ
費
一
四
一
万
円
、
芸

術
家
を
音
楽
、
演
判
｀
＂
霙
踊
、
美
術
の
四
丹
野
か
ら
四
名
、
一
年
間
、
海
外
に

研
修
に
巡
遣
す
る
経
贅
一
、
一
直
七
万
円
を
そ
九
ぞ
仇
計
上
し
た
。

次
に
懸
案
事
項
と
し
て
霊
点
を
置
い
た
の
は
、
芸
術
祭
の
刷
新
充
実
で
あ

る。
芸
術
祭
は
昭
宕
二
十
一
年
以
降
毎
年
開
催
さ
立
国
の
行
な
ら
'
-
大
芸
術
行

事
と
し
て
、
芸
術
文
化
の
振
輿
と
普
及
に
寄
与
し
て
き
た
c

し
か
し
、
今
年
で

二
十
四
回
を
迎
え
る
芸
術
祭
は
、
そ
の
間
迂
余
曲
折
の
歴
史
を
経
て
、
す
ぐ
れ

た
芸
術
定
鱗
隻
す
る
械
会
で
あ
る
国
民
へ
の
方
向
と
芸
行
家
が
自
己
の
芸
術
活

蜀
を
発
表
し
競
い
合
う
場
と
し
て
の
芸
術
家
へ
の
方
向
の
三
回
を
持
ち
、
そ
の

怯
格
が
不
明
障
に
な
二
,
て
へ
舌
た
。
時
あ
た
か
も
昭
和
四
十
三
年
度
は
明
治
百
年

の
記
念
す
べ
ぎ
年
に
あ
た
り
、
芸
南
祭
も
そ
の
記
含
大
芸
術
祭
と
し
て
平
年
度

予
算
一
、
二
立
九
万
円
に
対
し
、
四
、
七
六
瓦
万
円
を
翫
上
し
、
多
彩
な
公
演

を
展
開
し
た
が
、
特
に
作
家
に
創
作
委
嘱
し
て
、
新
劇
で
は
「
三
姉
妹
」
、
オ

ペ
ラ
で
は
「
袈
裟
と
盛
遠
『
バ
レ
ニ
で
は
「
ミ
ラ
ン
グ
」
を
創
作
初
演
し
、
い

ず
り
も
高
く
腎
価
さ
れ
た
C

そ
こ
て
来
年
度
か
ら
の
芸
術
祭
も
明
治
百
年
記
念

芸
術
祭
を
契
様
に
、
こ
仇
ま
で
の
芸
術
祭
の
あ
り
方
に
検
討
を
加
え
、
思
い
切

っ
た
刷
新
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
望
に
も
応
え
て
、
数
次
に
わ
た

る
委
員
会
の
検
討
の
詰
果
、
刷
新
案
を
作
成
し
、
そ
仇
に
伴
う
予
算
を
要
求
し

た
。
そ
の
結
果
、
前
年
度
に
比
し
て
は
減
頗
で
は
あ
る
か
、
平
年
度
に
比
し

二
、
五
三
三
万
円
増
の
言
六
九
二
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
汎

に
よ
っ
て
来
年
度
の
芸
術
祭
は
中
央
主
催
公
演
の
充
実
と
と
も
に
、
均
方
巡
回

公
演
も
充
実
し
、
ま
た
既
に
高
く
臀
価
さ
仇
て
い
る
芸
術
家
に
は
協
賛
公
演
と
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経
費
の
充
実
を
図
る
筏
か
A

明
治
百
年
記
念
宗
敦
百
年
史
の
刊
行
、
宗
敦
法
人

法
の
這
営
＼
宗
敦
法
人
の
管
廻
運
営
道
正
化
研
修
、
宗
教
法
人
審
議
会
の
経
棗

を
従
来
ど
お
り
計
上
し
、
総
頷
は
一
―
―
九
四
万
円
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
文
化
蔀
に
お
い
て
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
旧
館
の
一
部
復
元
捕
切
盆

一、

0
0
0万
円
を
計
上
し
た
。
こ
れ
は
東
京
日
比
谷
に
あ
っ
た
帝
国
ホ
テ
ル

の
旧
館
の
玄
閃
、
ロ
ビ
ー
部
分
を
愛
知
県
犬
山
市
の
明
治
村
に
移
転
復
元
す
る

た
め
の
経
費
の
一
部
を
龍
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
化
部
が
所
管
す
る
附
属
帳
関
に
は
、
東
京
と
京
都
の
国
立
近
代
美
術
館
、

国
ア
西
洋
美
術
鱚
国
立
国
語
研
究
所
、
日
木
芸
術
院
が
あ
る
。

京
京
国
立
近
代
美
術
館
は
プ
リ
デ
ス
ト
ン
タ
、
バ
ャ
株
式
会
極
会
長
石
橋
正
二

郎
氏
の
寄
贈
に
よ
る
新
館
が
現
在
東
京
皇
居
北
の
丸
地
区
に
建
設
中
で
あ
り
、

二
月
中
に
は
完
成
し
、
一
二
月
に
は
移
転
、
六
月
に
は
開
館
記
念
の
「
世
界
現
筏

美
術
展
」
（
三
、
七
四
二
万
円
）
が
開
催
さ
九
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
館
は

詞
左
の
京
橋
の
美
術
館
の
約
三
こ
一
倍
の
広
さ
を
持
＋
で
常
陳
部
門
と
企
固
辰

部
門
の
二
つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
前
年
度

五
人
の
増
員
を
み
た
が
、
来
年
度
も
三
人
の
増
員
を
み
た
。
ま
た
新
館
盤
儲
関

係
の
差
費
二
、
三
三
―
―
万
円
、
美
術
作
品
薗
入
費
一
、
八

0
0万
円
、
戦
後
米

軍
に
没
収
さ
れ
た
有
名
な
「
山
下
。
ハ
ー
シ
バ
ル
会
見
」
や
「
シ
ン
五
ポ
ー
ル
最

後
の
日
」
な
ど
を
含
む
在
米
賦
争
絵
面
一
五
四
点
の
送
還
経
費
九
六
四
万
円
な

ど
計
一
節
二
、
七
七
八
万
円
を
計
上
し
た
。
ま
た
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
新
館

移
転
後
の
現
京
栂
の
旅
設
を
転
用
し
て
国
立
フ
イ
ル
、
ム
セ
ン
タ
｀
ー
を
設
置
す
る

翌
求
を
し
て
い
た
が
、
独
立
の
帳
闘
と
し
て
は
惚
葛
ら
九
危
か
っ
た
が
、
東
京

回
立
近
筏
美
術
館
の
一
部
と
し
て
、
京
橋
謡
設
を
専
用
し
て
フ
イ
ル
ム
セ
ン
タ

ー
が
設
饂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
人
員
増
三
名
、
改
装
贅
二
、

（
文
化
庁
文
化
部
長
ヽ

い

う

形

で

参

加

を

招

碧

す

る

新

し

創

作

委

嘱

も

前

年

同

様

に

行
な
い
、
さ
ら
に
芸
術
祭
期
間
を
主
催
公
演
駅
間
と
参
加
公
涜
朗
間
に
分
只

そ
の
性
格
を
明
確
に
す
る
と
い
う
方
向
も
釘
ち
出
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
霊
点
と
さ
汎
る
の
は
、
芸
術
関
係
団
体
の
助
成
て
あ
る
。

羞
雨
文
化
の
摂
輿
は
、
民
間
団
体
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
ま

た
、
基
本
方
針
と
し
て
も
、
国
は
直
接
的
な
事
業
は
さ
け
て
、
基
本
的
な
旋
策

を
考
え
、
芸
術
の
よ
き
涅
偉
者
、
支
持
者
の
立
楊
に
立
っ
て
民
間
団
体
の
育
成

を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
従
来
か
ら
芸
術
関
信
団
体
の
助
成
に
は
努
め
て
き

た
。
来
年
度
は
前
年
度
の
一
億
三
、
五
五
四
万
円
に
二
、
九
四
六
万
円
の
増
頷

ど
は
か
り
、
計
一
億
ズ
、
五

0
0万
円
を
計
上
し
た
が
、
増
謬
の
主
な
も
の

ば
、
万
熔
時
に
開
他
を
予
定
さ
汎
て
い
る
日
本
同
際
映
直
祭
の
開
催
準
碗
賓

二、

0
0
0
万
円
、
九
州
沖
織
文
化
団
体
追
合
会
の
行
な
う
九
州
沖
繹
芸
術
祭

の
開
脩
経
双
七

0
0
万
円
て
他
は
ほ
ほ
前
年
同
顕
を
計
上
し
た
。
こ
の
団
体
補

助
金
に
よ
り
、
創
作
活
動
の
切
成
、
地
方
芸
術
の
振
興
、
青
少
年
へ
の
芸
術
普

灰
、
芸
術
文
化
資
斜
の
整
鳥
圭
術
の
国
際
交
流
の
各
分
野
の
民
間
団
体
の
事

業
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

＊

＊

 

以
上
の
霊
点
廊
策
の
筏
か
、
文
に
庁
と
し
て
最
も
大
き
な
課
坦
は
著
作
植
詞

度
の
改
正
で
あ
る
。
予
算
と
は
直
誤
の
関
仕
は
な
し
が
明
治
三
十
二
年
応
制
定

さ
れ
た
著
作
椅
法
の
全
面
改
王
{
J
含
む
署
作

局
の
時
代
に
拾
ま
り
、
文
化
局
を
経
て
今
日

悶
て
あ
る
。
昭
琶
一
十
七

乏
得
て
厨
三
辱
＇
、

た
。
と
こ

喜
び
も
つ
か
の
間
国
会
雰
翠
国
の
渋
滞
と
敦
育
三
法
案
の
登
攀
阻
止
の
あ
お
り

を
よ
っ
て
、
著
作
福
法
案
も
遂
に
上
祠
の
襲
会
を
逸
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
享
情
の
も
と
に
今
次
第
六
十
一
回
国
会
に
は
是
非
提
案
さ
れ
る
よ
う

言
中
て
あ
る
。
著
作
稽
閲
仰
の
来
年
度
予
算
は
新
著
作
権
芸
の
言
を
昭
和

四
十
五
年
一
月
か
ら
と
予
定
し
て
い
る
の
で
、
著
作
権
制
度
の
改
正
に
伴
う
著

作
塩
紛
争
解
決
あ
っ
せ
ん
委
員
（
三
人
）
の
骰
置
二
七
万
円
、
著
作
橙
法
施
行

皇
周
年
記
念
事
業
費
三

0
万
円
を
新
規
に
計
上
し
た
ほ
か
は
著
作
櫂
譜
習
会

開
催
賛
や
改
正
事
務
糞
審
雙
尋
愛
等
ほ
菖
可
年
同
類
を
計
上
し
、
給
計
五

二
0
万
円
で
あ
る
。

ま
た
国
語
の
改
良
と
普
及
に
つ
い
て
は
、
国
語
施
策
の
談
討
と
し
て
r

国
語

屁
策
に
蓼
る
意
見
詞
査
一

01
―
一
万
円
、
全
国
四
か
所
で
行
な
う
公
聰
会
の
開

崖
七
四
万
円
、
資
料
の
作
成
八
＝
一
万
円
と
い
｛
ず
孔
も
言
酋
年
『
四
類
を
計
上

し
、
国
語
敦
育
の
捩
興
と
し
て
は
研
究
協
醗
会
の
開
催
二
六
万
円
〖
悶
査
資
料
の

作
成
二
言
万
円
も
ほ
ぼ
薗
年
同
顕
計
上
し
た
か
、
近
時
雙
に
置
要
性
を
増
し

つ
つ
あ
る
外
国
入
に
対
す
る
日
本
語
敦
育
に
つ
い
て
は
、
教
材
の
作
成
を
充
実

し
、
映
四
と
と
も
に
オ
ー
ト
ス
ラ
イ
ゞ
の
作
成
も
考
え
四
六
豆
万
円
を
計
上
、

そ
の
他
、
日
本
語
教
育
橙
関
の
詞
査
一

0
0
万
円
、
罰
修
会
の
開
催
万
万
円

を
計
上
し
た
。
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
敦
育
を
挽
進
す
る
た
め
の
差
本
的
体

碕
と
し
て
、
国
立
国
語
阿
完
野
に
日
本
語
教
育
研
究
部
を
設
置
ナ
る
こ
と
が
必

え
｀
昨
年
に
つ
づ
き
、
本
年
も
新
設
の
予
算
要
求
を
行
な
っ
た

な
，
刀
っ
た
二
言
の
言
言
皇
閂
臼
に
つ
い
て
、
国
語
審
審

っ
て
き
た
の
で
、
喜
門
詞
査
員
を
置
く
謡
費
を
四
八

-、-――-i
-
0万
口
で
あ
る
。

0
九
九
万
円
、
ー
そ
の
値
選
営
費
二
、
三
五
三
万
円
が
計
上
さ
托
こ
こ
に
わ
が

国
の
劇
映
画
の
名
作
や
文
化
映
囲
、
ニ
ュ
ー
ス
映
面
そ
れ
に
図
書
資
料
が
保
存

塁
借
さ
虹
、
映
両
の
研
究
と
活
用
の
た
め
の
中
心
姉
殷
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な

つ
こ
。f
 
京

都

国

立

近

代

美

術

舘

で

は

、

一

、

八

0
0
万
円
、
特
別
展

「
東
洋
染
織
展
」
五

0
0万
円
等
計
＝
『
七
八
二
万
円
を
計
上
。

国
立
西
洋
美
術
舘
で
は
、
開
銅
十
周
年
記
念
特
別
展
「
十
八
批
紀
フ
ラ
シ
ス

美
術
展
」
―
―
-
、
七
八
〇
万
円
、
作
品
聰
入
襲
五
、

0
U
0
0万
円
辱
計
一
佗
厄
七

六

万

円

を

計

上

。

・

国
立
国
戸
研
究
所
で
は
、
日
本
語
敦
育
研
究
部
と
文
字
音
声
実
験
研
究
室
の

新
設
を
力
点
に
予
算
菱
求
を
行
な
っ
た
が
、
と
も
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
値
は
一
般
研
究
、
特
別
研
究
（
語
い
調
査
f
就
学
前
児
童
の
言
語
能
力
瓢

査
等
）
等
ほ
ぼ
館
年
同
霞
で
，
羹
翫
六
、
五
八

0
万
円
を
計
上
。

日
本
芸
術
院
に
つ
い
て
に
、
会
員
手
当
を
部
長
p
会
員
と
も
そ
れ
ぞ
れ
i

o

万
円
増
額
し
、
八
f
五
二

0
万
円
を
、
芸
術
院
賞
も
一
点
―

1
0万
円
を
一
―

1
0万

円
巳
増
詞
し
四
二

0
万
円
を
計
上
、
受
賞
記
念
闊
入
作
品
の
精
修
費
三

0
0万

円
を
新
規
に
計
上
、
ま
た
美
術
品
収
蕨
庫
薪
営
八

0
0万
円
も
計
上
、
総
計
一

億
六
五
一
万
円
を
計
上
し
た
。

以
上
が
文
化
部
な
ら
び
に
そ
の
附
属
欄
闘
の
昭
和
四
十
四
年
度
の
予
算
概
要

で
あ
る
。

冗
そ
'
J
1
こ

わ

が

応

9

,

1

f
9
9

召
関
睾
麻
二
可
の

＇ 
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国
宝
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
や
美
術
工
芸
品
は
、
そ
の
材
質

上
か
ら
も
、
わ
が
国
の
高
温
多
湿
な
気
候
条
件
か
ら
も
防
災
対
策
が
と
く
に
必

要
で
あ
り
、
盗
難
や
き
損
な
ど
人
為
的
災
害
の
防
止
措
置
も
必
要
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
防
災
施
設
を
施
す
べ
き
も
の
の
う
ち
ま
だ
措
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
大
半
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

防
災
施
設
の
来
年
度
補
助
金
は
、
建
造
物
関
係
で
は
、
前
年
度
に
比
し
一
億

一
千
万
円
（
三
九
・
五
％
）
増
の
三
億
八
千
八
百
万
円
、
美
術
工
芸
品
関
係
で

は
保
存
施
設
、
収
蔵
庫
を
含
め
て
一
億
九
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
っ
て
、
文
化
財

建
造
物
に
つ
い
て
設
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
自
動
火
災
報
知
器
の
全
面
設
置
を

促
進
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
建
造
物
の
初
期
的
防
災
施
設
だ
け
は
一
挙
に

整
備
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建

物
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
。
．

美
術
工
芸
品
の
防
災
の
方
途
と
し
て
、
美
術
工
芸
品
の
所
在
し
て
い
る
社
寺

等
の
建
物
の
防
災
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
宝
物
の
保
存
庫
ま
た
は
収
蔵
庫
を

設
置
し
て
こ
れ
に
収
納
す
る
方
法
を
講
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
防
災
事
業
の
た

め
の
補
助
金
は
、
前
述
の
と
お
り
約
一
億
九
百
万
円
で
、
こ
の
う
ち
唐
招
提
寺

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
防
災
施
設
の
強
化

七
十
数
件
の
修
理
を
予
定
し
て
い
る
。

建
造
物
や
美
術
工
芸
品
の
修
理
は
特
殊
な
技
術
を
必
要
と
す
る
が
、
修
理
技

術
者
の
数
は
限
ら
れ
て
い
て
、
年
間
工
事
費
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
特
殊
事
情
も
あ
り
、
可
能
な
限
り
で
修
浬
の
促
進
を
は
か
っ

て
行
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
こ
の
穏
修
理
技
術
者
の
養
成
ほ
緊
急
に
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

激
化
す
る
開
発
と
め
ざ
ま
し
い
近
代
化
の
中
で
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
文

化
財
を
守
り
伝
え
、
新
し
い
世
代
の
文
化
創
造
に
役
立
た
せ
る
と
い
う
こ
と
は

現
代
に
生
き
る
者
の
使
命
で
あ
る
。
文
化
庁
が
発
足
し
て
二
年
目
に
当
た
る
昭

和
四
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
基
本
施
策
の
―
つ
で
あ
る
文
化
財
保
護
の

推
進
に
つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
の
今
日
的
意
義
に
か
ん
が
み
行
政
施
策
の
充
実

強

化

を

期

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

昭
和
四
十
四
年
度
の
文
化
庁
予
算
の
う
ち
文
化
財
保
護
関
係
予
算
は
、
四
十

一
億
一
千
二
百
万
円
で
前
年
度
三
十
六
億
三
千
四
百
万
円
に
対
し
四
億
七
千
八

百
万
円
(
-
三
％
強
）
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
も

の
を
あ
げ
れ
ば
、
史
跡
等
の
保
存
対
策
と
し
て
の
土
地
の
買
上
げ
や
環
境
整
備

お
よ
び
指
定
建
造
物
の
防
災
施
設
補
助
金
の
大
幅
な
増
額
、
飛
鳥
、
藤
原
宮
跡

の
発
掘
調
査
費
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
第
二
庁
舎
の
新
営
工
事
費
等
の
新

規
計
上
、
明
治
文
化
財
、
小
笠
原
の
天
然
記
念
物
の
調
査
な
ど
が
あ
る
。
重
点

事
項
を
中
心
に
新
年
度
の
文
化
財
保
護
施
策
を
展
望
し
て
み
よ
う
。

建
造
物
の
修
理
は
明
治
時
代
か
ら
着
々
と
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
指
定

さ
れ
て
い
る
建
造
物
二
、
三
五

0
棟
の
う
ち
大
部
分
が
木
造
建
築
で
あ
る
た
め

に
、
常
時
、
解
体
、
半
解
体
修
理
ま
た
は
屋
根
替
、
部
分
修
理
等
の
手
当
を
順

繰
り
に
継
続
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
年
度
は
前
年
度
比
八
％
増
の

六
億
一
千
百
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
、
継
続
、
新
規
あ
わ
せ
て
約
九
十
件
に

及
ぶ
修
理
を
予
定
し
て
い
る
。

美
術
工
芸
品
で
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
八
千
二
百

点
余
に
及
ぶ
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
今
後
修
理
を
要
す
る
も
の
は
な
お
二
千
点
余

と
考
え
ら
れ
る
。
美
術
工
芸
品
の
修
理
費
補
助
は
前
年
度
比
八
％
増
五
千
百
万

翌

＂
、
よ
~
5

、
'
ぷ
ぷ
ゞ
嘉
詮
菩
也
忌
鴻
尋
芯

虚
5

言
＄
r

1

等
の
規
模
の
大
き
い
収
蔵
庫
建
設
補
助
金
五
千
九
百
七
十
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。最

近
の
経
済
成
長
に
伴
う
各
種
開
発
は
ま
す
ま
す
そ
の
規
模
が
広
が
り
テ
ン

だ
が
は
や
ま
っ
て
い
る
。
都
市
開
発
、
宅
地
造
成
、
交
通
網
の
整
備
、
狽
光
地

の
開
発
、
工
場
そ
の
他
産
業
施
設
の
整
備
拡
充
あ
る
い
は
農
業
構
造
改
善
事
業

に
よ
る
農
村
開
発
、
山
村
の
振
興
開
発
な
ど
の
各
種
の
開
発
の
激
化
に
よ
っ

て
、
文
化
財
と
り
わ
け
土
堆
に
関
係
の
深
い
史
跡
や
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
対
策

の
頭
化
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
文
化
財
の
保
護
を
開
発
に
対
す
る
防
衛

と
し
て
対
立
的
に
と
ら
え
が
ち
で
あ
る
が
、
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き
た
文
化
的

遺
産
、
こ
れ
を
育
ん
で
き
た
自
然
や
風
土
を
開
発
の
全
体
計
画
の
中
に
取
り
入

れ
て
こ
そ
、
真
の
人
間
の
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
の
開
発
で
あ
る
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史
跡
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
対
策
が
今
日
の
文
化
財
保

護
行
政
の
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
も
こ
の
現
状
認
識
か
ら
出
て
く
る
わ

け
で
あ
る
。

≫
 

史
跡
の
買
上
げ
国
で
は
指
定
さ
れ
た
史
跡
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
開

発
等
に
よ
っ
て
こ
わ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
進
跡
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
緊
急

に
史
跡
に
指
定
し
て
保
存
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
が
、
法
律
に
よ
る
規
制
だ
け

で
は
ど
う
し
て
も
保
存
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
ど
う
し
て
も
保
存
す
べ
き
重

要
な
場
所
は
、
こ
れ
を
池
方
公
共
団
体
で
買
上
げ
て
公
有
池
と
し
て
保
存
の
措

置
を
考
え
る
よ
り
方
策
が
な
く
史
跡
の
土
池
買
上
げ
補
助
金
の
要
望
は
年
々
急

増
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
国
の
補
助
金
は
、
四
十
一
年
度
一
億
五
千
万
円
、

四
十
二
年
度
二
億
九
千
七
百
万
円
、
四
十
三
年
度
三
億
八
千
三
百
万
円
、
明
年

度
は
一
億
八
千
万
円
増
の
五
憶
六
千
三
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
四
七
％

史
跡
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
対
策
の
強
化
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重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
（
現
在
六
十
名
）
に
対
す
る
特
別
助
成
金
を
交

付
す
る
ほ
か
無
形
文
化
財
の
保
存
対
策
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
適
当
な

団
体
に
対
し
て
伝
承
者
の
養
成
お
よ
び
わ
ざ
の
公
開
の
た
め
の
補
助
を
行
な
う

と
と
も
に
、
文
化
庁
み
ず
か
ら
わ
ざ
の
記
録
の
作
成
、
資
料
の
買
上
げ
等
を
行

な
う
。衰
亡
の
お
そ
れ
の
強
い
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
を
保
存
す
る
た
め
昭
和
三
十
八
年

以
来
財
団
法
人
文
楽
協
会
に
対
し
て
行
な
っ
て
き
た
助
成
を
新
年
度
は
さ
ら
に

強
化
し
、
二
百
万
円
増
の
一
千
九
百
万
円
を
交
付
す
る
。

ま
た
、
重
要
無
形
文
化
財
蒔
絵
、
沈
金
の
伝
承
者
養
成
事
業
を
行
な
っ
て
い

る
輪
島
市
に
対
し
て
、
漆
芸
研
修
所
の
建
築
費
の
補
助
と
し
て
一
千
万
円
を
新

た
に
計
上
し
、
こ
の
事
業
の
今
後
の
充
実
を
図
る
。

前
年
度
に
続
く
無
形
文
化
財
の
胴
査
と
し
て
盲
僧
琵
琶
、
絣
の
調
査
を
予
定

し
て
い
る
が
、
新
規
の
計
画
と
し
て
、
わ
が
国
古
来
の
伝
統
芸
能
の
表
現
に
不

可
欠
な
用
具
（
楽
器
、
衣
裳
7

面
等
）
に
関
す
る
技
術
の
調
査
に
着
手
す
る
．

こ
の
た
め
九
十
万
円
が
新
規
計
上
さ
れ
て
い
る
。

国
立
劇
場
に
対
す
る
管
理
運
営
費
の
補
助
は
、
前
年
度
に
比
し
、
四
千
七
百

万
円
増
の
四
億
六
千
九
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
一
般
管
理
運
営
の
ほ
か
伝
統
芸

能
の
養
成
事
業
の
強
化
、
舞
台
機
構
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
実
施
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。

五

無

形

文

化

財

の

保

護

i
か
7

＃
立
，
9

5

ぶ
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
今
後
こ
の
た
め
の
発
掘
体
制
は
逐
年
強
化
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
明
年
度
は
十
年
計
画
の
第
一
年
度
と
し
て
、
藤
原
宮
跡
等
約
1

l
 

万
三
千
平
方
米
の
調
査
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

＇ /‘ 

文
化
財
の
特
別
調
査
等
の
実
施

と
い
う
飛
躍
的
増
額
に
よ
っ
て
、
こ
の
事
業
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
現
実
に
土
堆
買
上
げ
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
も
の
を
推
算
す
る
と

六
十
数
億
円
の
補
助
命
が
必
要
と
み
ら
れ
、
年
次
計
画
も
容
易
に
は
た
て
が
た

い
実
偕
で
あ
る
。
多
賀
城
跡
、
武
蔵
国
分
寺
跡
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
前
年
度

か
ら
の
買
上
げ
が
数
多
く
継
統
さ
れ
る
ほ
か
、
新
規
の
買
上
げ
補
助
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
土
地
買
上
げ
事
業
に
関
し
―
つ
の
難
点
と
な
っ
て
い
る
譲
渡
所
得
税

の
問
題
は
、
土
地
税
制
の
改
正
に
よ
っ
て
明
年
度
か
ら
わ
ず
か
な
が
ら
減
税
の

方
向
で
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

史
跡
の
環
境
整
備
荒
廃
の
ま
ま
放
置
さ
れ
が
ち
な
史
跡
を
、
国
民
が
広

く
そ
の
歴
史
的
価
値
を
認
識
し
、
し
か
も
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
活
用
し
う

る
形
に
整
備
す
る
こ
と
は
今
日
の
史
跡
保
護
の
一
方
法
で
あ
る
。
整
地
、
芝
張
、

植
栽
、
基
壇
の
整
備
等
を
行
な
い
、
緑
池
や
史
跡
公
園
と
し
て
都
市
計
画
の
中

に
も
と
り
入
れ
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
整
備
の
補
助
金

は
、
明
年
度
は
四
千
万
円
増
の
九
千
八
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
二
十
二

件
の
ほ
か
新
規
の
着
手
も
考
え
て
い
る
。

古
墳
や
城
跡
な
ど
の
遺
跡
を
含
む
地
域
の
自
然
環
境
の
中
に
、
資
料
館
や
民

家
集
落
な
ど
を
点
在
さ
せ
て
、
文
化
財
を
そ
の
旭
方
の
特
色
あ
る
風
土
と
と
も

に
一
体
的
に
保
存
し
活
用
し
よ
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
風
土
記
の
丘
」
の
建
設

も
、
前
年
度
か
ら
継
続
の
和
歌
山
県
岩
橋
千
塚
の
ほ
か
に
新
規
に
富
山
県
立
山

地
方
、
滋
賀
県
安
土
地
方
の
二
か
所
に
対
す
る
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
開
発
の
進
行
に
伴
い
年
々
増
加
す
る
緊
急
事
態
に

対
応
す
る
た
め
の
緊
急
発
掘
調
査
お
よ
び
新
幹
線
、
縦
貫
道
路
等
の
建
設
に
備

え
る
分
布
調
査
な
ど
の
調
査
費
補
助
、
埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
建
設
補
助
金
と
し

て
計
七
千
百
万
円
を
計
上
し
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
対
策
を
強
化
す
る
。
一
方

四
平
城
宮
跡
の
保
存
と
飛
鳥
、
藤
原
宮
跡
の
発
掘
調
査

ま
た
、
都
道
府
県
な
ど
の
埋
蔵
文
化
財
担
当
者
の
充
実
を
勧
奨
す
る
と
と
も

に
、
発
掘
技
術
の
講
習
会
を
前
年
同
様
平
城
宮
跡
で
実
施
し
発
掘
体
制
の
強
化

に
つ
と
め
た
い
。

平
城
宮
跡
は
最
も
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
を
都
市
開
発
か
ら
守
る
た

め
、
昭
和
三
十
八
年
以
来
宮
跡
内
の
民
有
池
を
国
で
買
上
げ
を
は
じ
め
、
四
十

三
年
度
ま
で
に
既
指
定
池
一
キ
ロ
四
方
の
買
収
を
終
了
し
た
。
し
か
し
、
最
近

の
発
掘
調
査
の
結
果
宮
跡
が
東
側
に
張
出
し
て
い
る
こ
と
及
び
こ
の
池
城
が
称

徳
天
皇
の
玉
殿
の
あ
る
東
院
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
国
道
二
十

四
号
線
の
バ
イ
パ
ス
予
定
を
変
更
し
、
こ
の
池
城
を
既
指
定
地
城
と
一
体
的
に

保
存
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
四
十
四
年
度
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
二
年

計
画
で
既
指
定
地
東
接
部
分
バ
イ
パ
ス
予
定
地
ま
で
の
土
地
の
買
上
げ
を
行
な

う
こ
と
と
し
、
明
年
度
一
億
八
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

貿
上
げ
ず
み
の
指
定
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
三
十
八
年
度
以
来
、
管
理
団

体
で
あ
る
奈
良
県
に
補
助
金
を
交
付
し
て
全
城
の
除
草
、
整
堆
等
一
応
の
整
備

の
ほ
か
第
二
朝
堂
院
跡
の
基
壇
の
修
復
、
芝
張
り
、
植
栽
等
を
行
な
っ
て
き
た

が
引
続
き
こ
れ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
に
お
い
て
も
水
路
改
修
、
仮
道
路
・

の
建
設
等
を
行
な
い
保
存
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
宮
跡
内
に
本
年
度
の
収

蔵
庫
建
設
に
続
い
て
明
年
度
は
展
示
室
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
発
掘
調
査
は
、
約
五
万
八
千
平
方
米
を
予

定
し
て
い
る
。

飛
鳥
、
藤
原
宮
跡
の
発
掘
調
査
は
か
ね
て
緊
急
を
要
す
る
問
題
と
し
て
懸
案

に
な
っ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
、
新
年
度
か
ら
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ

っ
て
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年
度
は
一
千
万
円
余
の
願
査
費

文
化
財
の
特
別
調
査
と
し
て
は
、
文
化
財
集
中
地
区
調
査
（
白
山
池
区
）
、
民

家
調
査
、
奥
吉
野
の
動
植
物
調
査
、
無
形
文
化
財
と
し
て
の
盲
僧
琵
琶
、
絣
の

調
査
な
ど
を
前
年
度
同
額
の
予
算
の
範
囲
で
実
施
す
る
が
、
新
年
度
は
特
に
、

明
治
文
化
財
の
調
査
を
促
進
拡
充
し
、
新
規
の
寵
査
と
し
て
は
、
前
述
の
芸
能

用
具
の
調
査
の
ほ
か
小
笠
原
話
島
の
調
査
・
装
飾
古
墳
の
保
存
方
策
の
顎
査
研

究
、
記
念
物
指
定
地
域
の
再
検
討
の
た
め
の
調
査
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
‘

明
治
文
化
財
の
調
査
明
治
以
後
の
わ
が
国
の
美
術
、
建
築
は
西
欧
様
式

の
影
響
を
う
け
て
大
き
な
変
化
を
示
し
て
き
た
が
、
明
治
の
洋
風
建
築
、
絵
画
彫

刻
は
近
代
日
本
の
芸
術
と
し
て
価
値
の
高
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
今
日
、
重

文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
洋
風
建
築
で
二
七
件
（
三

0
棟
）
、
絵
画
彫
刻
で

は
一
六
件
に
過
ぎ
ず
、
近
代
作
品
の
指
定
保
存
は
古
い
文
化
財
に
比
し
て
著
し

く
立
ち
お
く
れ
て
い
る
。
明
年
度
に
お
い
て
は
、
明
治
時
代
の
文
化
財
の
指
定

保
存
を
促
進
す
る
た
め
、
百
万
円
の
瓢
査
費
を
計
上
し
、
美
術
品
お
よ
び
建
造

物
の
調
査
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

装
飾
古
墳
の
保
存
方
策
の
調
査
研
究
北
九
州
地
方
に
多
い
装
飾
古
墳

は
、
そ
の
大
部
分
が
地
下
水
、
降
雨
、
結
氷
、
カ
ビ
な
ど
自
然
現
象
に
よ
り
石

材
の
風
化
、
崩
壊
、
彩
色
の
剥
落
な
ど
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
文
化
庁

で
は
補
助
金
を
交
付
し
て
保
存
や
修
浬
の
措
置
を
施
し
て
き
た
が
、
明
年
度

は
、
抜
本
的
な
保
存
対
策
を
樹
立
す
る
た
め
に
、
新
規
に
百
五
十
万
円
を
計
上

し
て
、
科
学
的
調
査
研
究
を
専
門
学
者
に
委
託
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

小
笠
原
の
特
別
調
査
小
笠
原
諸
島
は
大
陸
か
ら
遠
く
、
か
つ
、
海
流
の

直
接
の
影
響
を
受
け
な
い
た
め
、
こ
の
諸
島
で
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
生
物
が

多
く
、
生
物
進
化
上
貴
重
な
島
々
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
小
笠
原
の
今
後
の
開
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七
発
に
先
立
ち
、
旱
急
に
こ
の
島
々
の
貴
重
な
動
植
物
等
の
保
護
地
城
の
設
定
お

よ
び
保
護
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
四
十
四
年
度
は
父
島
、
母
島
、
聟
島
の
各

列
島
に
つ
き
調
査
を
行
な
う
。

記
念
物
掴
定
地
域
の
再
検
討
史
跡
や
名
勝
天
然
記
念
物
の
中
に
は
数
十

年
前
に
指
定
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
そ
の
後
事
情
が
著
し

く
変
化
し
、
都
市
周
辺
で
広
い
面
積
を
維
持
し
が
た
い
も
の
や
、
長
年
月
の
間

に
土
地
の
状
況
の
変
化
し
た
も
の
、
動
植
物
で
生
息
状
況
や
繁
茂
地
の
変
化
し

た
も
の
、
指
定
後
の
考
古
学
的
調
査
で
指
定
地
域
が
妥
当
で
な
い
と
判
明
し
た

も
の
な
ど
が
あ
り
、
指
定
地
城
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
明
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
再
検
討
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
調
査
し
、
実
測
図
を
作
っ

て
、
保
存
す
べ
き
部
分
を
明
確
に
し
、
今
後
の
保
存
措
置
の
徹
底
を
期
し
て
行

き
た
い
。

国
立
博
物
館
、
国
立
文
化
財
研
究
所
の
整
備

東
京
国
立
博
物
館
で
は
、
昨
年
十
月
開
館
し
た
東
洋
館
の
事
業
の
充
実
を
は

か
る
こ
と
を
重
点
に
す
る
と
と
も
に
本
館
の
施
設
設
備
を
整
備
す
る
。
京
都
国

立
博
物
館
は
新
年
度
は
新
館
の
設
備
整
備
だ
け
に
と
ど
め
、
改
修
の
終
わ
っ
た

旧
館
を
展
示
館
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
懸
案
で
あ
る
冷
暖
房
の
設
備
は
将
来

に
も
ち
こ
さ
れ
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
の
新
陳
列
館
の
建
設
は
四
十
三
年
度
予

算
を
繰
越
し
て
着
工
し
、
本
格
的
工
事
は
四
十
五
年
度
に
も
ち
こ
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

国
立
博
物
錮
の
特
別
展
と
し
て
は
、
東
京
で
は
日
本
考
古
展
、
京
都
で
は
中

世
障
屏
画
と
画
中
画
展
、
日
本
国
宝
展
（
読
売
新
聞
社
と
共
催
）
、
奈
良
で
は
、

奈
良
時
代
写
経
展
、
例
年
の
正
倉
院
展
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
、
美
術
、
芸
能
、
保
存
科
学
の
三
部
門
に
よ

八
文
化
財
の
普
及
と
愛
護
心
の
高
揚

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
長
）

る
基
礎
的
調
査
研
究
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
明
年
度
保
存
科
学
部
及
び

芸
能
部
を
収
容
す
る
第
二
庁
舎
の
新
営
が
決
定
し
、
一
億
四
千
二
百
万
円
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
東
京
国
立
博
物
館
構
内
の
現
在
の
保
存
科
学
部
庁
舎
に
接
し

て
建
設
さ
れ
る
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
、
平
城
宮
跡
の
発
掘
詞
査
と

併
行
し
て
、
新
年
度
か
ら
飛
鳥
、
藤
原
宮
跡
の
瓢
査
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り

大
き
な
課
題
と
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
平
城
宮
跡
に
お
い
て
、
前
年

度
の
収
蔵
庫
に
引
続
き
、
一
億
三
千
万
円
で
展
示
室
の
新
営
が
予
定
さ
れ
て
い

る。
文
化
財
は
ひ
ろ
く
国
民
す
べ
て
が
そ
の
価
値
を
認
識
し
て
、
国
民
全
体
の
財

産
と
し
て
こ
れ
を
守
り
伝
え
る
義
務
が
あ
る
。
文
化
財
の
価
値
を
広
く
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
愛
護
す
る
心
を
高
揚
す
る
た
め
に
、
文
化
財
の
公
開
に

つ
い
て
措
置
を
購
じ
、
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
、
出
版
物
等
を
作
成
す
る
ほ
か
、
文

化
財
愛
護
地
区
の
設
定
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
明
年
度
は
こ
の
他

文
化
財
保
護
推
進
大
会
を
開
催
し
て
文
化
財
保
護
の
推
進
高
揚
を
は
か
り
た

ま
た
、
日
本
古
美
術
の
海
外
紹
介
の
た
め
、
ス
イ
ス
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
に
お

い
て
日
本
古
美
術
展
の
開
催
を
予
定
し
、
こ
の
た
め
の
経
費
九
百
四
十
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。
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〔
随
想
〕

〔
連
載
第

18回
〕

弘

前

大

学

長

柳

川

昇

人
物
を
中
心
と
し
た
福
井
県
教
育
郷
土
史

〔
調
査
資
料
〕

学
校
卒
業
者
の
進
路
状
況
に
関
す
る
調
査
大
臣
宣
房
調
査
課

〔
特
殊
法
人
紹
介
〕

学

徒

援

護

会

社
会
科
公
民
的
分
野
の
考
え
方

理
科
教
育
の
現
代
化

宇
井

芳
雄

梶

哲

夫

（
司
会
）

▽
座
談
会
△

（
出
席
者
）

能
力
、
適
性
等
に
応
ず
る
教
育

次

号

・

目

次

中
等
教
育
の
今
後
の
方
向

鈴
木
清
・
黒
羽
亮
一
・
星
川
光
男

宇
留
田
敬
一
・
奥
田
真
丈

吉
住
伝
吉

中
学
校
教
育
課
担
改
訂
の
概
要

奥
田
‘
真
丈

平

塚

益

徳

■編
集
後
記
塵

0
今
年
も
予
算
期
を
迎
え
、
本

号
で
は
例
年
の
と
お
り
「
昭
和

四
十
四
年
度
文
教
行
政
の
展

望
」
を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
昭
和
四
十
四
年
度
の

文
教
施
策
全
般
に
つ
い
て
、
官

房
長
か
ら
そ
の
特
色
と
重
点
に

つ
い
て
述
べ
て
い
た
だ
き
、
次

い
で
初
等
中
等
教
育
の
「
父
兄

負
担
の
語
減
」
の
施
策
を
は
じ

め
と
し
て
各
局
課
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の

方
々
に
解
説
を
お
願
い
し
ま
し

こ。t
 
0
昭
和
四
十
四
年
度
の
文
部
省

所
管
の
予
算
要
求
額
の
純
計
は

七
千
八
百
八
十
八
億
六
千
七
百

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
予
算
額

に
比
べ
て
―
ニ
・
三
％
の
伸
び

率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

内
容
も
教
育
、
学
術
、
文
化
の

各
分
野
に
わ
た
つ
て
従
来
か
ら

の
各
般
の
施
策
の
拡
充
を
進

め
、
新
規
施
策
を
も
展
開
し
う

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る

文
数
施
策
の
進
展
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。
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